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1．はじめに
社会の変化とともに観光動向は変化する。いわ
ゆる名所・旧跡を見物する周遊観光が主流であっ
た時代と比べ，現代の観光は多様化し，地域の生
活文化や住民の暮らしに触れ，自ら体験すること
へのニーズが高まっている。
こうした中，それまで観光の対象ではなかった
「まち」の生活や文化を観光客に体験してもらう
ような「まち歩き」が注目されるようになり，そ
の案内役として住民ガイドが活躍するようになっ
た。2006年，住民ガイドによる「まち歩きガイド
ツアー」プログラムで構成された「長崎さるく博
‘06」はその代表的なイベントである。以降，各
地で行政主導のまち歩き観光の取り組みは増加し，
住民ガイドの育成やまち歩きイベントが盛んに行
われるようになった。
一方，日本の観光地には80年代から名所・旧跡
等の歴史を解説して案内する観光ボランティアガ
イドが活躍してきた歴史がある。従来の観光ボラ
ンティアガイドと，新たに登場したまち歩きガイ
ドが提供している内容には違いがあるが，政策立
案者やガイド自身がその違いを意識することは少
なく，両者は混在している。
筆者は，「長崎さるく博」以降に誕生した住民
まち歩きガイドに関し，ガイドの養成やガイド組
織の運営などについて研究し，地域の観光政策は
住民ガイドの活動にどのように関与すればよいの
かを探っている。
本稿ではその中から，住民まち歩きガイドに関
する現状と，従来の観光ボランティアガイドとの
比較を通じた特徴を提示したい。
なお，中心的に使用する用語について，本稿で
は次のように定義する。
ボランティアガイド─｢ボランティア」の定義
は，その語源どおり「自主性」「志願」を意味す
るものとして，活動報酬が有償の場合も含める。
住民─主にガイド組織の所在市町村に住んでい
る人をさす。居住年数や隣接市町村に住んでいる
ケースの扱いなどの厳密さにはこだわらない。
113
＊本学経営学部 ホスピタリティ・マネジメント学科 准教授
2 日本における観光ボランティアガ
イドの現状と課題
⑴ 観光ボランティアガイドの始まり
稲垣（2014)1によると，主に福祉活動分野を中
心にボランティアという言葉が使用されるように
なったのは，1960年代の半ばである。
それが広く一般化したのは阪神淡路大震災の年
で，1995年は「ボランティア元年」といわれるよ
うになった。今井（2003)2によれば，観光分野に
おいても，1990年代には一部で注目を集めるよう
になっていたとみられる。北海道で初めての観光
ボランティアガイドの会が設立されたのは室蘭で，
1987年のことであった3。
加藤ら（2003)4の研究でも，多くの観光ボラン
ティアガイド団体は90年代後半に設立されたこと
がわかっている。経緯については，行政が主導し
て養成講座を実施し，住民をリードするかたちで
設立されたものが多く，他には知識を活用した住
民の生きがいづくり，観光客増加への対応を目的
とするものであった（表2-1）。
⑵ 現在の観光ボランティア組織数とガイド数
2018年3月に発表された日本観光振興協会の調
査5では，全国における観光ボランティアガイド
組織は1,693団体，ガイド人数は46,159人である。
都道府県別にみるとガイド人数がもっとも多いの
は東京都で，3,545人，愛知県の2,287人，長野県
の2,183人がこれに次ぐ。
ガイド数の推移を見ると，2000年の調査開始以
来2010年まで増加が続いてきたが，ピーク
（42,560人）を迎えて一度減少し，現在は再び増
加局面を迎えている。とはいえ，都道府県別に5
年前調査と比較すると，増加が目立つのは，東京
オリンピック・パラリンピック開催を控える東京
都と埼玉県のみで，全国的には必ずしも増加傾向
にはない。
同調査によれば平均年齢は65.1歳，男女比は，
男性が57.6％と女性を上回っている。また，ガイ
ド組織の年間収入は，組織あたり「10万円以上50
万円未満」が圧倒的に多く，収入の内容は会員か
らの会費66.1％，ガイド収入56.7％，自治体等か
らの補助金46.0％であった。
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表2-1 観光ボランティアガイドの設立年と設立要因
カテゴリ・内容 団体数 割合
～1985 39 6%
1986～1989 50 8%
設立年度 1990～1993 77 12%
1994～1997 193 30%
1998～2001 224 35%
行政要因 講座開設，事業推進 328 52%
設立経緯
(複数回答)
イベント要因 行事開催，施設オープン 122 19%
観光地要因 観光客増，ガイド依頼増 108 17%
知識要因 知識活用，住民有志 171 27%
組織要因 上部組織発足，再編成 56 9%
出典：「地域住民における観光ボランティアガイド活動の実態と動向に関する研究」（加藤ほ
か，2003）より，抜粋して筆者作成
⑶ 有料化の進展
かつては主流であった「ボランティアガイドは
無料」という認識は徐々に変化しており，同調査
から比較を行うと，特にこの数年で有料化が進ん
でいることがわかる。
図2-2のとおり，観光ボランティア団体のう
ち，「有料で実施」している団体の比率は，2001
年調査の約2割から2012年には38.8％と増加して
おり，最新の2017年では，調査の選択肢が過去と
異なっているため正確な比較はできないものの，
有料26.3％，実費負担29.0％，あわせて55.3％が
有料で実施している。
なお，料金設定基準は「ガイド1人あたり」と
している団体が34.4％と最多で，料金は「500円
以上1000円未満」が最多で，29.8％であった。
⑷ 課 題
同調査によると，観光ボランティア組織が「抱
えている課題」の1位は「後継者育成」（84.5％）
で，2位の「案内技術の向上」34.4％，3位の
「財源」30.2％，4位の「外国人受入」28.5％，
5位の「地域，行政とのかかわり」18.8％を大き
く引き離している。
観光ボランティアガイドが参加する全国大会の
議事録6等によると，具体的には，後継者が集ま
らない，養成講座を受けても活動につながらない，
続かずにやめてしまうなどといった問題が指摘さ
れている。
以上のように，日本の観光ボランティア活動に
は約30年の歴史があり，徐々に団体数，ガイド数
を拡大してきた。しかし現在は，関東地域をのぞ
きガイド数は増えておらず，後継者育成が課題と
なっている。また，報酬に対する意識や利用者ニ
ーズが変化する中で，今後を見据えた新しいあり
方が模索されている。
3 まち歩きガイドの誕生─｢長崎さる
く博」を契機に
⑴ 背景としてのニューツーリズムの潮流
｢まち歩き」への注目が高まった背景としては，
ニューツーリズムといわれる新しい観光の潮流が
ある。
ニューツーリズムとは，1960年代の先進国諸国
における大衆観光という社会現象であるマスツー
リズムに対する，新しい観光現象のことを指す。
自然環境の汚染や破壊，地域文化の変容といった
マスツーリズムが観光地に及ぼす弊害といた諸問
題に対し，それに「代わる」｢新しい」観光の出
現が模索されるようになり，諸外国では，オール
タナティブ・ツーリズム，ソフトツーリズム，エ
コツーリズム，サスティナブルツーリズムなど，
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図2-1 ボランティアガイド組織数と人数の推移
出典：平成29年度観光ボランティアガイド団体調査結果（公
益社団法人日本観光振興協会）
図2-2 ガイド料金の有無（2012年と2017年）
出典：平成24年度，平成29年度「観光ボランティアガイド団体
調査結果」（公益社団法人日本観光振興協会）より筆者作
成
ガイド数
組織数
平成年度
12
0
500
10,000
15,000
20,000
25,000
30,000
35,000
40,000
45,000
50,000
（人）
0
200
600
400
800
1,000
1,200
1,400
1,600
1,800
2,000
2,200
2,400
（組織）
633 633
895
1,022
1,088 1,167
1,216
1,378
1,561
1,623 1,713 1,643 1,661
1,748 1,688 1,693
16,095
16,180
20,308
26,917
29,292
31,301
33,197
35,086
38,828
41,500
42,560
42,483
39,608
41,641
43,996
46,159
13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 27 29
有料
38.8％
有料
26.5％
実費負担
29.2％
無料
54.7％
無料
28.2％
無回答
6.5％
2012年 2017年無回答
0.9％
その他
15.2％
様々な概念が規定された。
尾家（2010)7によれば，学術上の初出は，観光
学者 A. Poon の「‘ニューツーリズム’のための競
争戦略」（1989）で，「わが国において，2005年頃
から自治体や観光協会などにより地域の観光振興
や観光開発に関連した観光戦略策定においてニュ
ーツーリズムという用語がキーワードとして使わ
れ始めた」ものである。
日本では，80年代後半，主たる旅行形態が団体
旅行から個人旅行へと変化すると，旅行者は地域
の文化や生活に触れて楽しむ目的で体験や交流要
素を求めるようになり，一方，地域は人口減少に
伴う地域経済弱体化への危機感から，観光による
地域活性化に取り組むようになった。ニューツー
リズムと呼ばれる概念は，こうした新しい観光現
象を説明するものとして，また政策目標のキーワ
ードとして，「着地型観光」などとともに使用さ
れるようになった。
観光庁は2009年度に作成した「ニューツーリズ
ム旅行商品 創出・流通促進事業 ポイント集｣8
で，「ニューツーリズムについては，厳密な定義
づけは出来ないが，従来の物見遊山的な観光旅行
に対して，テーマ性が強く，体験型・交流型の要
素を取り入れた新しい形態の旅行を指す。テーマ
としては産業観光，エコツーリズム，グリーン・
ツーリズム，ヘルスツーリズム，ロングステイ等
が挙げられ，旅行商品化の際に地域の特性を活か
しやすいことから，地域活性化につながるものと
期待されている」と定義している。
本論における住民まち歩きガイドは，こうした
ニューツーリズムの潮流の中で，自治体等が取り
組み，新たに誕生したものと位置づけることがで
きる。自治体主導で観光振興を目的とする点にお
いては従来の観光ボランティアガイドと同様であ
るが，背景にある観光ニーズの変化への対応とい
う視点から，両者の違いを理解する必要がある。
⑵ ｢長崎さるく」の概要
「長崎さるく博」が実施された2006年以降，各
地で住民によるまち歩きガイドツアーやまち歩き
イベントが実施されるようになった。「大阪あそ
歩(ぼ）」（2008年～），「香川まちめぐり てくて
くさぬき」（2008年～），「中央区まち歩きツアー」
（2009年～），「ねりまのねり歩き」（2009年～），
「弘前路地裏探偵団」（2010年～），「まいまい京
都」「那覇まちま～い」（2011年～），「てくてくは
こだて」（2011年～）（現在は「函館まちあるき」）
など，ほとんどが行政や観光協会が長崎を参考に
取り組んだもので，「地名＋ぶらぶら歩きを示す
言葉」という構成の名称がつけられている。
以下に「長崎さるく」の概要をまとめ，次項で
各地の事例について整理する。いずれも，開始ま
での経緯と概要，ツアー内容，ガイドの養成方法
に着目する。
① ｢長崎さるく」の始まり
「さるく」とは，長崎の方言でぶらぶらと歩く
という意味である。
2006年4月～10月，地方博覧会ブームの中で開
催された「長崎さるく博」は，2つの意味で革新
的であったといわれている。1981年の「ポートピ
ア ’81」（兵庫県神戸市で開催）の成功以降，地
方博覧会はブームとなり，各地で｢〇〇博｣イベン
トが開催されてきたがその多くはメイン会場施設
への展示を主体とする，いわゆるハコモノイベン
トであった。これに対し，長崎市は「日本初のま
ちあるき博覧会」として，展示施設ではなく市民
ガイドによるまち歩きを通じて「まちそのものを
見せるオープンエリア型」の博覧会を開催した。
博覧会としても，また市民ガイドが名所・旧跡や
観光施設をではなく「まち」を案内してみせると
いう新しい観光の提示としても画期的であった。
当初はまち歩きだけでの集客は難しいだろうと
予想されていたが，それに反し，7ヶ月の会期中
の延べ700万人（うち長崎市民は70万人）を超え
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る人が長崎のまちを歩くという成果をあげ9，さ
らに長崎市は，博覧会の翌年2007年に「さるく観
光課」を設置しこれを通年化して，「長崎さるく」
は2019年の現在まで継承されている。
長崎市が「まち歩き」に取り組むことになった
経緯は次の通りである10。
長崎市の観光客数は1990年の628万人をピーク
に2003年には504万人台まで減少し，団体旅行か
ら個人旅行への変化，また体験型観光へのニーズ
変化への対応が課題となっていた。
そこで長崎市は，計画期間を2004年から2006年
とする「長崎市観光アクションプラン 2006」の
策定を行い，市民メンバーを含むワーキングチー
ムを設置して議論を重ね，「まちを活かし，人を
活かす」を基本理念とすることを決定した。地域
の隠れた資源と人材を活かしていくという方針で，
「まち歩き」に取り組むことを決める。
当時の観光振興課主管の田上富久氏（現在は長
崎市長）と，後日市民プロデューサーとして活躍
することになる複数の市民から構成されたワーキ
ングメンバーは，既に住民ガイドによるまち歩き
を実施していた大分県別府温泉(注1)や熊本県山鹿
温泉(注2)を視察し，その面白さを確信すると，オ
ープンエリア型のイベントをプロデュースした実
績のある茶谷幸治氏を招聘し，具体的に計画を進
めた。
茶谷氏と田上氏は，行政によるトップダウン方
式や，イベント会社や印刷会社などへの丸投げ委
託方式を避け，「市民が主役」を文字通り実現で
きるよう，「市民プロデューサー」というポジシ
ョンをつくった。その市民95人が，さるくガイド
と推進主体（長崎市の事務局）の間に入ってコー
スづくりとマップ制作を担当し，2006年には，市
民ガイド325人とコース147が誕生することとなっ
たのである（現在はガイド約300人，136コー
ス)11。
以上のように「長崎さるく」は，博覧会の実施
をゴールとしたものではなく，「長崎を市民が案
内するまち歩きのまちにする」ことを目指して取
り組まれたものであった。
また，それまでの長崎観光にはなかった「まち
歩き観光」の楽しさを，コアメンバーが体験的に
共有して進めたこと，市民の主体性を極めて重視
したことが，長崎さるくの特徴である。
② ツアー例
「長崎さるく」には，3つのカテゴリーが設定
された。マップを片手に自由に歩いてもらう「遊
さるく」，住民ガイド（さるくガイド）による案
内のもとまち歩きを行う「通さるく」（予約制），
専門家による講座や体験を組みこんだ「学さる
く」（予約制）である。
誕生から10年以上続いている「通さるく」の代
表的なコース「眼鏡橋から中通りへ ～長崎レト
ロのふれあい歩き～」では，観光名所としても有
名な眼鏡橋を眺める絶景ポイントの袋橋も見学す
るが，主に商店街の中通りを歩き，小学校の様子
を見学したり，老舗の和菓子屋「岩永梅寿軒」な
どの商店に立ち寄る。
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写真 さるくガイド（筆者撮影）
注1：1988年に始まった市民グループによる「別府八湯ウ
ォーク 竹瓦界隈路地裏散歩」
注2：2000年に始まった観光協会会員による「米米惣門ツ
アー」
③ まち歩き導入の成果
｢長崎さるく博」は新しい長崎観光の姿を発信
し，長崎市の観光客増加に貢献した先進的な取り
組みとして高く評価された。
長崎市観光コンベンション協会の股張一男氏が
「経済効果は865億円と算出できたが，それ以上に，
まちが美しくなったことが大きい」とその成果を
語っているように12，観光面，経済面だけでなく，
まちづくりとしての側面も評価されている。
長崎市への観光客数は，2017年が708万人で，
図3-1の通り，2004年に底を打ってから上向い
ている。ただし，ツアー参加者数は，博覧会の
2006年と NHK 大河ドラマ「龍馬伝」放映のあっ
た2010年は，設定コース数の多さもあって5万人
を超えたが，最近は概ね年間2万人前後で推移し
ている｡13
④ ガイドの養成
長崎市には，以前から観光ボランティアガイド
組織があったが，「さるくガイド」は新たに公募，
育成された。長崎に限らず観光ボランティアガイ
ドの研修といえば，郷土の歴史を中心とした1～
2週間のものが一般的だが，当時，さるくガイド
の研修は座学1日，市民プロデューサーが講師と
なる実地研修1日，研修者自身の発表会1日の計
3日間であった。
ガイド研修のあり方について，茶谷氏は次のよ
うに語っている｡14
座学を1週間もやっていたら，本来ガイド
さんになってほしい人がどんどん辞めていっ
て，勉強が好きな人しか残らない。そういう
人がガイドさんになるとまた間違っていく。
そんな間違いをいくつも重ねていくと取り返
しがつかなくなり，そういうまち歩きは大概
つぶれています。
よくある間違いは，｢話し方の研修をやろ
う｣と言っては話し方の専門家や落語家を連
れてきたり，元客室乗務員のマナー講座をや
ろうとすることです。長崎さるく博も，最初
は事務局がそういうことをやろうとしたので，
私は血相を変えて阻止しました。上手な話し
方なんかしたら，最悪のまち歩きになります。
さるくガイドの研修は，それまでの観光ボラン
ティアガイドの研修とは異なる考え方で行われた。
まち歩きのガイドは覚えた知識を伝えるのではな
く，自分の言葉と自分のエピソードを交えて住民
としてのまちを語り，一緒にまちを遊ぶ感覚で，
ガイドは天候や参加者に応じてコースや立ち寄り
箇所を変えてよい。これは，従来の観光ボランテ
ィア組織の行うツアーではほとんど見られない特
徴である。
4 ｢長崎さるく」を参考にした住民ま
ち歩きガイド事例
長崎を手本として各地に誕生したまち歩きガイ
ドの例として，大阪市，京都市，弘前市の事例が
あげられる。開始までの経緯と概要，ツアー内容，
ガイドの養成方法は次のとおりである。
⑴ 大阪あそ歩
① 経緯と概要
「長崎さるく」の成功によって，まち歩きガイ
ドツアーの仕掛け人として著名になった茶谷幸治
氏がその後，チーフプロデューサーとして大阪市
に招かれ，2008年にスタートしたのが「大阪あそ
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図3-1 長崎市への観光客数
出典：「長崎市の観光（平成29年度）」より筆者作成
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歩」である。
大阪市がまち歩きを取り入れた目的は，大阪市
は既に巨大な観光都市ではあったものの「ゴテゴ
テしている，怖い」といったマイナスイメージや，
海遊館や USJ（ユニバーサル・スタジオ・ジャ
パン），大阪城，ミナミのネオンサインなど，観
光の定番が限定されているという現状に対し，庶
民文化，都市文化の魅力を新たに発信し，マスツ
ーリズムからの脱却を目指すものであった。
当初は2コースから始まり，2011年には150コ
ース，ガイド数43人に拡大して，現在まで運営さ
れている。伝統行事や歴史風物を楽しむイベント
の「まち遊び」や，10名以上のオーダーに応じる
「オーダーあそ歩」の2カテゴリーがあり，いず
れも予約制である。
価格設定は，当初は2時間1,000円程度でス
タートしたが，現在は概ね1,500円で，2,000円
～3,000円のコースもある。
参加者総数は3年目で10,000人超え，9年間で
累計30,000人に達した。現在は年間1,500人程度
である。
4年目となる2012年には，事業主体の大阪コミ
ュニティ・ツーリズム推進協議会（大阪市，大阪
商工会議所，大阪観光コンベンション協会などに
より構成）が，観光庁長官表彰を受けた。
その後，市の事業支援は終了し，現在は中心的
に活躍してきたガイドによる自主運営のスタイル
に切り替わっている。補助金なしでツアー参加費
による運営ができるよう，ガイドの自主性，自立
性に基づく運営面の省力化の工夫が行われ，ガイ
ド団体として他に例のない組織運営に取り組んで
いる。予約不要，インバウンド向けなど新たなコ
ース開発も始まった。
② ツアー例
全国でも有数の活気ある商店街が集まっている
千林を地元の主婦ガイドと一緒に歩くコースでは，
店主らと言葉を交わしたり，試食を楽しみながら，
かつては静かな農村地帯だった面影を想像してた
どる（「一，十，百，千，千林を歩く～京街道，
野崎街道，主婦の商店街～」コース）。
③ ガイド養成
ガイドの募集は，年に1～2度程度，事務局が
説明会を開催するほか，希望があれば随時受け付
ける。希望者には事務局が「どんなコースをやり
たいか」というガイドプランを立てる課題を出し，
選抜を行う。ガイド希望者の中には，自分がコー
スを考えるとは思っていない人も多いため，課題
をクリアして残るのは半数程度とのこと。その後
簡単な研修会，実地研修としてガイドサポーター
を数回体験したのち，ガイドとしてコースデビュ
ーする(注3)。
⑵ 弘前路地裏探偵団
① 経緯と概要
弘前路地裏探偵団は，2010年，「長崎さるく」
にヒントを得て立ち上げられたまち歩きガイド組
織で，弘前市観光コンベンション協会の事務局長
が半ば私的に設置したものである。弘前城観光へ
の依存度が高かったそれまでの弘前観光を変えた
いと，別府市や長崎市のまち歩きを体験し，開始
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写真 ガイドが参加費からおやつを買って参加者に配ることも
（筆者撮影)
注3：筆者ヒアリング調査（2019年3月）より
した。現在は，他に活動していた女性だけのガイ
ド団体「アパ・テ・ドラ」と合流している。
特徴は，｢探偵団」というユニークな名称のと
おり，ユニフォームやツールも独特でエンターテ
インメント要素が強いことと，リタイア層ではな
く“現役”世代のガイドが行う夜のまち歩きを実
施している点にある。
所属ガイドは約15人と少なく，定番コースも3
本程度，参加者数も年間1,000人未満と規模は大
きくないが，存在感は大きく，地元のテレビ番組
にも多数出演している。
② ツアー例
「ひろさき夕暮れ路地裏散歩」コースでは，17
時に集合し，ハンチング帽をかぶった探偵ガイド
と一緒に「探偵手帳」に書かれたまちのなぞ解き
をしながらぶらぶら歩く。終了後，参加者と一緒
にお酒を飲みに行くようなこともある。
③ ガイド養成
ガイドは公募せず，メンバー（主に団長）が指
名（依頼）しているため，養成講座等は特に実施
していない(注4)。
⑶ まいまい京都
① 経緯と概要
「まいまい」とは，京都の言葉で「うろうろす
る」という意味で，創設者は，先述した「大阪あ
そ歩」に広告制作の仕事を通じてかかわった経験
をもつ以倉敬之氏である。氏が京都へ移住したの
を機に「京都でも，大阪で出会ったようなまち歩
きがあれば」と2011年，自らガイドを探し，運営
を始めたもの。キャッチコピーは「京都の住民が
ガイドする京都ミニツアー」で，春，夏，秋の3
シーズンに期間を限定して開催されている。
こういった経緯から「まいまい京都」は「長崎
さるく」の流れを汲むまち歩きガイドツアーの一
つといえるが，他の運営組織と異なり，「まいま
い京都」は民間事業（以倉氏の個人事業）であり，
その運営方法や考え方は，他とは異なっている。
参加者には毎回アンケートを実施し，基礎的な
データはホームページや視察者に公表している。
それによると，2017年のコース数は年間で617，
ガイドは346人にのぼる15。参加料金は概ね2,500
円程度で，最高20,000円まで幅広く設定がある。
コース数と参加者数は年々増加し，2017年の参加
者は11,225人であった。地元近畿からの参加とそ
れ以外の比率は半々である。
以倉氏は，「民間の事業として，お客様の参加
費で成立しているわけですから，顧客満足の追及
は基本」と述べており16，そのためガイドはタレ
ント性を重視し，探して依頼している。女性僧侶，
植物園園長，町家大学棟梁，ラジオレポーター，
呉服店店主，占い師など，個性的な肩書きをもつ
住民ガイドが多い。
コースづくりはそれぞれのガイドが行い，ガイ
ドの研修等も行われていない。
このように「まいまい京都」は自治体主導の事
業ではないが，顧客志向の魅力的な商品づくりや
運営方法などについて自治体からの視察は多い。
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注4：筆者ヒアリング調査（2018年8月）より
写真 探偵風のガイド（筆者撮影）
② ツアー例
NHK のテレビ番組「ブラタモリ」の京都編に
も出演した自称・京都高低差崖会会長梅林氏のガ
イドによる「“軍都”深草！ 戦争のなかの京都
を訪ねてから師団司令部，軍同，軍人湯…京の戦
争遺産を歩く～」では，一般的な京都観光では訪
れることのない，かつて軍事施設が集中していた
深草エリアを訪ね，まち中に残る戦争の痕跡をめ
ぐって歩く。
③ ガイド養成
前述のとおり，実施していない。
⑷ 那覇まちま～い
① 経緯と概要
「那覇まちま～い」の「ま～い」は沖縄の言葉
で，廻る，巡るといった意味で，一般社団法人那
覇市観光協会が「長崎さるく」を参考にして企画，
主催しているまち歩きガイドツアー事業である。
高速道路の延長やレンタカー観光の進展を背景
に，那覇市が通過観光地になることへの危機感か
ら，那覇市の観光活性化を図るためにまち歩きを
取り入れた。2008年から国土交通省事業，観光庁
事業，ふるさと雇用再生特別基金事業を活用して
事務局体制を整え，コース策定，ガイド養成を行
い，2010年，本格的にスタートした17。
2017年度の参加者数は約15,000人，コース数は
60を超えているが，定番コースだけにならないよ
う，新コースの開拓を続けている。当初は「観光
客が行かない場所」を売ることから考えてコース
を策定したが，参加者目線に立つことも重要と，
「まいまい京都」を参考にして特徴的なガイドを
前面に出すコースを企画したり，集客力のある場
所に絡めたコースづくりを工夫するなどして8周
年を迎えた。
2018年には，第12回産業観光まちづくり大賞
（事務局は全国産業観光推進協議会と公益社団法
人観光振興協会）特別賞を受賞している。
② ツアー例
「早起きは三文の得 農連市場ま～い」コース
では，朝6時に出発して地元の市場を歩いて賑わ
いを楽しみ，「首里・ゆったり・散歩」コースで
は，一般的なバスツアーでは巡ることのない首里
城周辺の円覚寺跡や弁財天堂などにも足を延ばし
ながら，日没時間にあわせて展望ポイントから夕
日を楽しむなど，これまでの那覇観光とは一味違
う体験を提供している。
③ ガイド養成
歴史に関する座学を含む約10日間の養成講座を
実施している。
⑸ 小 括
以上のように，わが国では10年ほど前から「長
崎さるく」をモデルとする住民まち歩きガイドが
各地に誕生している。いずれも，参加者数は概ね
15人程度（以内）が想定され，まちを歩きながら，
住民の生活を疑似体験するように商店街でつまみ
食いをしたり，身近な生活風景に溶け込んだ地域
文化を実感するようなガイドツアーである。
無料で実施されているツアーはない。参加料金
は，「長崎さるく博」が，参加者一人500円として
いたため，各地でも500円としたケースが多いが，
その後徐々に単価を上げ，現在は2時間で1,000
円，1,500円が中心的な価格帯となっている。参
加者数はピーク時に比べて減少しているケースが
多いが，いずれもツアー料金を上げることができ
ていることから，住民まち歩きガイドによるツア
ー価値の評価は高まってきているといえるだろう。
ガイド養成については，文献及びヒアリング調査
により，歴史や文化等の知識を座学で学ぶタイプの
講座はほとんど行われていないことがわかった。
長崎で茶谷氏が指摘したように，従来型のガイド
研修とは異なる養成方策が必要であることが示唆
されるが，具体的な方法は見つかっていない。
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5 ガイド内容の特徴に関する比較と
考察
⑴ 弁別に関する先行研究
まち歩きガイドを明確にキーワードとした研究
は2010年頃から散見されるようになったが，「長
崎さるく」の意義や成果に関する研究が多く，
「まち歩き」ガイドを定義づけようとする研究は
まだ少ない。主なものは次のとおりである。
筆者は，2012年8月～2014年7月までの間，先
にみたまち歩きガイド4団体ほか計8団体が実施
するツアー14本に参加し，事務局へのヒアリング
を行い，ツアー内容の特徴に着目してその共通点
を次のように整理した。①観光対象が生活文化で
ある，②住民が主役である，③ガイドが編集する，
④まちの人にもオープンである，⑤見えないもの
を伝える工夫がある。また，道案内のほかに，イ
ンタープリター（解説者，解釈者），コネクター
（つなげる人）という役割を果たしていると指摘
した18。
吉岡ら（2015)19は，「一番の違いは，道のりに
重点を置くかどうか」として「観光スポットを中
心にまちの歴史を伝える観光ボランティアを“知
識型”，道のりを中心にまちの生活とふれあうガ
イドを“交流型”」と位置づけた。
越智（2016)20は，ツアーガイドの役割に関す
る古典的研究として知られる E. Cohen（1985）
の類型では，「まち歩き」ガイドの弁別性が説明
できないことを指摘し，道案内という原初的ガイ
ドがプロフェッショナルガイドへ移行していくと
する Cohen の想定に対し「その中間にあって不
安定な立ち位置にとどまることを求められている
のがまち歩きガイド」であると位置づけた。また，
「中間性の感覚」を弁別性の基準の一つとしてあ
げている。
いずれの研究も，まち歩きの効果と弁別性にお
ける説明可能性を高めることがその継続発展につ
ながるという目的意識が共通して見られる。
⑵ まち歩きガイドの提供内容の特徴
各種文献と事例研究，先行研究を踏まえ，まち
歩きガイドの案内対象とガイドスタイルの特徴に
ついて考察する。図5-1は，従来の観光ボラン
ティアガイドと比較してそのポジションを整理し
た私案である。
まち歩きガイドは，従来の観光ボランティアガ
イドと異なり，「まち」という面的な広がりをも
つ日常的な空間を案内している。歩いている時間
も常に案内対象の「まち体験」の最中であって，
単なる移動時間ではない。また，歴史的文化的な
解釈が定まっている観光資源や施設と異なり，
「まち」は日々変化し，住民それぞれの日常生活
の集合体であり，多面性を持っている。従って，
ガイドが提供する内容は，観光地，観光施設を解
説する場合であれば誰がガイドしても同じものに
なってよいのだが，「まち」を伝える場合は，ガ
イドの個性や自由度の高さが欠かせない。住民と
して歩いていると，ばったり知人に出会うような
偶発性，交流性，ライブ感，一回性が「まち歩
き」においては重要であり，魅力なのではないだ
ろうか。
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図5-1 2006年以降誕生した住民まち歩きガイドの
案内対象とガイドスタイルの特徴
出典：筆者作成
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⑶ 今後の課題
「長崎さるく」では，既存の団体とは別にさる
くガイドの組織を立ち上げた。京都市，大阪市，
弘前市の事例で，公募形式をとらず，主にリーダ
ー（主催者，事務局）がガイドを選抜しているの
は，このような特徴を魅力とするまち歩きガイド
ツアー実現のために，養成するよりも適性を見極
めるやり方を選んでいると解釈できる。確かに，
一方的な講義形式のガイド養成講座は，受講者を
受け身にし，マニュアル志向を醸成する可能性が
ある。
これからの観光において，担い手であり魅力的
な“資源”でもある住民の関与はますます重要に
なってくる。まち歩きガイドを従来型のガイドと
区別して位置づけること，魅力的なまち歩きガイ
ドの「養成」方策を探ることには意義があると考
える。筆者は現在，ガイドの意識調査など研究を
進めている。また，利用者の意識や満足度に関す
る研究が少ないことも課題と認識している。
さらに，外国人観光客への対応や誘致力のある
観光資源が少ない地域での展開可能性についても
研究が必要である。必ずしも観光ニーズに応じる
だけではなく，住民にとってやりがいのある活動
として存続するよう，地域政策としての住民ガイ
ドのあり方について提言できることを目指してい
る。
1 稲垣聖子（2014) ｢ボランティア」という言葉の意味
の変遷─｢異議申し立て運動」との関連で─」 立教大
学
2 今井成男（2003) ｢観光ボランティアガイドの現状と
課題─中国地区の事例から」 岡山商科大学
3 ｢ふるさと 第26号」（室蘭市民観光ボランティアガイ
ド協議会会報）
4 加藤麻里子・下村彰男・小野良平・熊谷洋一（2003)
｢地域住民による観光ボランティアガイド活動の実態
と動向に関する研究」 日本造園学会
5 日本観光振興協会（2017) ｢平成29年度観光ボランテ
ィアガイド団体調査結果
6 日本観光振興協会（2017) ｢第2回都道府県観光ボラ
ンティアガイド連絡協議会代表者会議議事録」
7 尾家建生（2010) ｢ニューツーリズムと地域の観光産
業｣ 大阪観光大学
8 観光庁（2010) ｢ニューツーリズム旅行商品 創出・
流通促進事業ポイント集」
9 長崎さるく博 ’06 推進委員会（2007) ｢長崎さるく
博 ’06 記録集」
10 茶谷幸治（2008) 『まち歩きが観光を変える～長崎さ
るく博プロデューサー・ノート』 学芸出版社
11 長崎国際観光コンベンション協会（2016) 『長崎さる
く公式ガイドブック』 2016年
12 公益財団法人日本交通公社（2012) ｢平成24年度観光
実践講座講義録」
13 長崎市（2017) ｢長崎市の観光（平成29年度）」
14 公益財団法人日本交通公社（2012) ｢平成24年度観光
実践講座講義録」
15 https://www.maimai-kyoto.jp/about/（2019年10月1
日閲覧）
16 久保田美穂子（2015) ｢まち歩きガイドツアーの流
通・販売」 観光文化224号 (公財)日本交通公社
17 同上
18 久保田美穂子・吉澤清良（2014) ｢今日的『まち歩き
ガイドツアー』に関する考察｣ 日本観光研究学会全
国大会
19 吉岡走馬・上田将輝・久保静・東岡侑・吉廣勇佑・渡
部杏奈・米田誠司（2015) ｢まちあるきガイドにおけ
る観光価値の創造過程｣ 愛媛大学
20 越智正樹（2016) ｢まち歩き観光の弁別性と分析基
準｣ 日本観光研究学会全国大会
住民まち歩きガイドの特徴と養成に関する考察
123
